
 

（ 計 画 名 ） 長野・上田区域都市開発区域建設計画 

（策定主体） 長  野  県 

（地域の課題） 

  ○  総合的な交通ネットワークの形成を形成する必要がある。 

  ○  北陸新幹線長野－金沢間の開業に伴いＪＲから経営分離される信越本線長野－

直江津間の自律的経営が成り立つよう、利用者の増加と利便性の向上を図る必要

がある。 

  ○  情報通信基盤の高度化を進め、マルチメディアの活用を進める必要がある。 

  ○  長野県の中核的地域にふさわしい都市機能を充実するとともに、整備され

た施設の有効活用を進める必要がある。 

  ○  少子高齢社会に対応した地域の福祉の充実を図る必要がある。 

 

（計画の概要） 

(1) 様々な交流の拡大 

  ○  北陸新幹線長野－白山総合車両基地間の建設、関越自動車道上越線の四車線化

整備の推進するとともに、主要都市間を結ぶ道路、生活道路等の整備を推進し、

総合的な交通ネットワークの形成を図る。 

  ○  全国トップクラスの普及が進んでいるＣＡＴＶ網や自治体の情報センター等に

ついて、その高度な活用と高度情報化に対応した情報・通信基盤の整備を図る。

  ○  さわやかな自然、善光寺をはじめとする歴史的文化財、多くの温泉などの地域

資源を生かした広域観光ネットワークの形成を図る。 

 

(2) 自然と人、人と人との共生 

  ○  上信越高原国立公園や聖山高原県立公園をはじめとする豊かな自然環境との調

和を図り、景観に配慮しながら、街路、河川、下水道、住宅などの生活基盤を整

備し、住みよい圏域の形成を推進する。 

  ○  少子高齢社会の進行に対応し、福祉施設、医療施設の整備を進め、地域福祉の

推進、安心して子どもを生み育てられる環境づくりを進める。 

 

(3) 地域の活力の創造 

  ○  県工業技術総合センターにある創業支援センター等を活用して新規創業や既存

企業の新分野展開などを総合的に支援し、高度で特色ある産業の集積を図る。 

  ○  地域営農システムの推進による農業生産基盤の整備や、農業経営者等の人材の

育成など、気候・風土を生かした付加価値の高い農林業の振興を図る。 

  ○  中心市街地の空洞化に対応するため、商店の経営力の向上や、商店街等の商業

基盤整備等を通じて魅力あるまちづくりの推進を図る。 

  ○  世界的な知名度や地域の特性を生かした自主的・主体的な地域づくりの取り組

みや、地域づくりを担う人材の育成などを推進する。 

 


